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２ 主要業種（製造業に限る）別の状況【平成20年度届出排出量上位５業種】 

(1) 輸送用機械器具製造業（排出量第１位） 

ア 排出量別 

平成21年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は69事業所であ

り、排出量別の事業所数は図１-１のとおりでした。排出量上位３事業所で、当該業種の排出

量全体の53.3％を占めていました。 
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図１-１ 排出量別事業所数 
 
 

イ 当該業種が占める割合 

輸送用機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の55.5％を、管理

目標（排出量削減目標）の12.5％を占めていました（図１-２、３）。 

その他の
業種

87.5％
(40ﾄﾝ)

輸送用機械
器具製造業

12.5％
(5.7ﾄﾝ))

 

 

輸送用機械
器具製造業

55.5％
(2,917ﾄﾝ)

その他の
業種

44.5％
(2,341ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

      図１-２ 排出量            図１-３ 排出量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（排出量削減目標）177トンに対し、排出量が279トン減少し、目標

を達成しました。 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）は5.7トンで、平成20年度排出量2,917トンの

0.20％に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度に届出のあった物質数は23物質で、物質別の排出量は図１-４のとおりでした。

排出量上位３物質で、当該業種の排出量全体の97.9％を占めていました。 
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     図１-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表１-１のとおりで

した。トルエン、キシレンをはじめ排出量削減目標の上位物質は目標を達成しました。 

 

   表１-１ 平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 

 

 

 

 

平成20年度物質別管理目標（排出量削減

物質名

　①　トルエン      94   トン

　②　キシレン      46   トン

　③　エチルベンゼン 　　 37   トン

　●　その他の物質

目標）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

／年 103トン／年 達　成

／年 120トン／年 達　成

／年 45トン／年 達　成

0.10トン／年 11トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図１-５のとおりで

す。削減目標上位３物質で、当該業種の削減目標全体の96.2％を占めています。 
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(ﾄﾝ/年)

     図１-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度の用途別の排出量は、図１-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」が、当

該業種の排出量全体の97.5％を占めていました。 
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       図１-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表１-２のとおりで

した。排出量削減目標が大きい「溶剤、塗料など」及び「めっき、表面処理など」で、目

標を達成しました。 

 

   表１-２ 平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 

 

 

 

 

平成20年度用途別管理目標（排出量削減

用途名

　①　溶剤、塗料など 177     

　②　めっき、表面処理など 0.00059ト

　●　その他の用途 0      ト

目標）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

 トン／年  254   トン／年 達　成

ン／年 0.10トン／年 達　成

ン／年 25   トン／年 達　成

 

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図１-７のとおりです。

「溶剤、塗料など」が、当該業種の削減目標全体の99.7％を占めています。 
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       図１-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図１-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の44.6％を占めています。 
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     図１-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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(2) ゴム製品製造業（排出量第２位） 

ア 排出量別 

平成21年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は６事業所で、

排出量別の事業所数は図２-１のとおりでした。排出量上位１事業所で、当該業種の排出量全

体の85.8％を占めていました。 
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   図２-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

ゴム製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の9.3％を、管理目標（排

出量削減目標）の34.9％を占めていました（図２-２、３）。 

  

その他
の業種
65.1％
(30ﾄﾝ)

ゴム製品
製造業
34.9％
(16ﾄﾝ)

その他の業種
90.7％

(4,770ﾄﾝ)

ゴム製品
製造業
9.3％

(488ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

図２-２ 排出量             図２-３ 排出量削減目標 

（平成20年度）                （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（排出量削減目標）87トンに対し、排出量が204トン削減され、目標

を達成しました。 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）は16トンで、平成20年度排出量488トンの3.3％

に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度に届出のあった物質数は９物質で、物質別の排出量は図２-４のとおりでした。

排出量の最も多いトルエンが、当該業種の排出量全体の91.2％を占めていました。 
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      図２-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表２-１のとおりで

した。排出量削減目標が一番大きいトルエンは目標を達成しましたが、ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴ

ｰﾃﾙ及び塩化メチレンは目標を達成しませんでした。 

 

   表２-１ 平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 
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平成20年度物質別管理目標（排出量削

物質名

　①　トルエン 80

　②　ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ 4

　③　塩化メチレン 0

　●　その他の物質 1

 

 

 

 

 

減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

   トン／年 187  トン／年 達　成

.8 トン／年 2.0トン／年 非達成

.90トン／年 -4.0トン／年 非達成

.0 トン／年 19  トン／年 達　成
 

 

 

 

 

 

 

 

 



(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図２-５のとおりで

す。当該業種の削減目標はｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙが100％を占めています。 
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     図２-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度の用途別の排出量は、図２-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」が、当

該業種の排出量全体の94.9％を占めていました。 
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      図２-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表２-２のとおりで

した。「溶剤、塗料など」及び「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」は目標を達成しましたが、

「洗浄、界面活性剤など」は目標を達成しませんでした。 

 

   表２-２ 平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 
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平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標

用途名

　①　溶剤、塗料など

　②　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど

　③　洗浄、界面活性剤など

　④　その他の用途

 

 

 

 

 

）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

85   トン／年 189  トン／年 達　成

1.0 トン／年 14  トン／年 達　成

0.90トン／年 -0.2トン／年 非達成

0.51トン／年 1.4トン／年 達　成

 

 

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図２-７のとおりで

す。「溶剤、塗料など」が、当該業種の削減目標の100％を占めています。 
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        図２-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図２-８のとおりです。「公害

防止装置の設置・改善」による削減が、当該業種の削減目標の100％を占めています。 
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      図２-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 12 -



(3) 化学工業（排出量第３位） 

ア 排出量別 

平成21年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は86事業所で、

排出量別の事業所数は図３-１のとおりでした。排出量上位４事業所で、当該業種の排出量全

体の78.6％を占めていました。 
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    図３-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

化学工業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の8.5％を、管理目標（排出量削

減目標）の11.4％を占めていました（図３-２、３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の業種
91.5％

(4,810ﾄﾝ)

化学工業
8.5％

(448ﾄﾝ

その他の業種
88.6％
(41ﾄﾝ)

化学工業
11.4％
(5.2ﾄﾝ))

図３-２ 排出量            図３-３ 排出量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（排出量削減目標）4.3トンに対し、排出量が6.2トン増加し、目標

を達成しませんでした。 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）は5.2トンで、平成20年度排出量448トンの1.2％

に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度に届出のあった物質数は56物質で、物質別の排出量は図３-４のとおりでした。

排出量上位４物質で、当該業種の排出量全体の88.6％を占めていました。 
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      図３-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表３-１のとおりで

した。排出量削減目標の最も大きいトルエンは目標を達成しませんでしたが、キシレン及

びエチルベンゼンは目標を達成しました。 

 

   表３-１ 平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 
平成20年度物質別管理目標（排出量削

物質名

　①　トルエン

　②　キシレン

　③　エチルベンゼン

　●　その他の物質

 

 

 

 

 

減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

2.4 トン／年 -49  トン／年 非達成

1.2 トン／年 9.0トン／年 達　成

0.53トン／年 1.1トン／年 達　成

0.14トン／年 32  トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図３-５のとおりで

す。削減目標の上位２物質で、当該業種の削減目標全体の75.9％を占めています。 
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     図３-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度の用途別の排出量は、図３-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」が、当

該業種の排出量全体の55.2％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170

14

17

247

0 50 100 150 200 250 300

その他の用途

洗浄、界面活性剤など

高分子、ゴム、プラスチックなど

溶剤・塗料など

(ﾄﾝ/年)

     図３-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表３-２のとおりで

した。排出量削減目標が大きい「溶剤、塗料など」、「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」及び

「洗浄、界面活性剤など」で目標を達成しました。 

 

   表３-２ 平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 
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平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標

用途名

　①　溶剤、塗料など

　②　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど

　③　洗浄、界面活性剤など 0

　●　その他の用途

 

 

 

 

 

）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

3.8  トン／年 14  トン／年 達　成

0.32 トン／年 3.1トン／年 達　成

.12 トン／年 13  トン／年 達　成

0.017トン／年 -36  トン／年 非達成

 

 

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図３-７のとおりです。

「溶剤、塗料など」が、当該業種の削減目標全体の51.7％を占めています。 
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     図３-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図３-８のとおりです。「公害

防止装置の設置・改善」及び「低毒性の化学物質への代替え」による削減が、当該業種の削

減目標全体の78.9％を占めています。 
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 図３-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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(4) 一般機械器具製造業（排出量第４位） 

ア 排出量別 

平成21年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は30事業所で、

排出量別の事業所数は図４-１のとおりでした。排出量上位３事業所で、当該業種の排出量全

体の72.8％を占めていました。 
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 図４-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

一般機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の7.9％を、管理目標

（排出量削減目標）の28.0％を占めていました（図４-２、３）。 

 

その他の業種
72.0％
(33ﾄﾝ)

一般機械器具
製造業
28.0％
(13ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

その他の業種
92.1％

(4,841ﾄﾝ)

一般機械器具
製造業
7.9％

(417ﾄﾝ)

図４-２ 排出量            図４-３ 排出量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（排出量削減目標）7.2トンに対し、排出量が7.1トン増加し、目標

は達成しませんでした。 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）は12.8トンで、平成20年度排出量417トンの

3.1％に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度に届出のあった物質数は13物質で、物質別の排出量は図４-４のとおりでした。

排出量上位２物質で、当該業種の排出量全体の85.7％を占めていました。 
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     図４-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表４-１のとおりで

した。排出量削減目標の最も大きいトルエンは目標を達成しましたが、キシレン及びエチ

ルベンゼンは目標を達成しませんでした。 

 

   表４-１ 平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 

 

 

 

 

 

平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標

物質名 H

　①　トルエン

　②　キシレン

　③　エチルベンゼン

　●　その他の物質

）の達成状況《排出量削減目標順》

20削減目標 H20削減実績 達成状況

4.7 トン／年 20  トン／年 達　成

2.0 トン／年 -24  トン／年 非達成

0.50トン／年 -0.7トン／年 非達成

0   トン／年 -1.8トン／年 非達成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図４-５のとおりで

す。削減目標の上位２物質で、当該業種の削減目標全体の93.0％を占めています。 
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     図４-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度の用途別の排出量は、図４-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」が、当

該業種の排出量全体の90.7％を占めていました。 
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図４-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表４-２のとおりで

した。排出量削減目標が最も大きい「溶剤、塗料など」で目標を達成しませんでした。 

 

   表４-２ 平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 - 21 -

平成20年度用途別管理目標（排出量削減

用途名

　①　溶剤、塗料など

　●　その他の用途

 

 

 

 

目標）の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

7.2トン／年 -11  トン／年 非達成

0  トン／年 4.2トン／年 達　成

 

 

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図４-７のとおりです。

「溶剤、塗料など」が、当該業種の削減目標全体の100％を占めています。 
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      図４-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図４-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の98.0％を占めています。 
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       図４-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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 (5) 金属製品製造業（排出量第５位） 

ア 排出量別 

平成21年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は46事業所で、

排出量別の事業所数は図５-１のとおりでした。排出量上位３事業所で、当該業種の排出量全

体の51.9%占めていました。 
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  図５-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

金属製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の5.5％を、管理目標（排

出量削減目標）の0.7％を占めていました（図５-２、３）。 

 

その他の業種
99.3％

(45.5ﾄﾝ)

金属製品
製造業
0.7％

(0.3ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

その他の業種
94.5％

(4,971ﾄﾝ)

金属製品
製造業
5.5％

(287ﾄﾝ)

図５-２ 排出量            図５-３ 排出量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（排出量削減目標）13トンに対し、排出量が46トン減少し、目標を

達成しました。 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）は0.33トンで、平成20年度排出量287トンの

0.11％に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度に届出のあった物質数は13物質で、物質別の排出量は図５-４のとおりでした。

排出量上位４物質で、当該業種の排出量全体の93.0％を占めていました。 
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     図５-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表５-１のとおりで

した。排出量削減目標の上位物質であるキシレン、トルエン及びエチルベンゼンは目標を

達成しました。 

 

   表５-１ 平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 

 

 

 

 

平成20年度物質別管理目標（排出量削減目標）

物質名

　①　キシレン

　②　トルエン

　③　エチルベンゼン

　●　その他の物質

の達成状況《排出量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

11   トン／年 46  トン／年 達　成

0.88トン／年 4.9トン／年 達　成

0.82トン／年 8.9トン／年 達　成

0   トン／年 -14  トン／年 非達成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図５-５のとおりで

す。削減目標の上位２物質で、当該業種の削減目標全体の84.3％を占めています。 
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     図５-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成20年度の用途別の排出量は、図５-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」及び

「洗浄、界面活性剤など」で、当該業種の排出量全体の97.7％を占めていました。 
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     図５-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表５-２のとおりで

した。排出量削減目標が最も大きい「溶剤、塗料など」は、目標を達成しました。 

 

   表５-２ 平成20年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 
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平成20年度用途別管理目標（排出量削減目

用途名 H

　①　溶剤、塗料など

　●　その他の用途

 

 

 

 

標）の達成状況《排出量削減目標順》

20削減目標 H20削減実績 達成状況

13トン／年 56トン／年 達　成

0トン／年 -10トン／年 非達成

 

  

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図５-７のとおりで

す。削減目標の最も大きい「洗浄、界面活性剤など」が、当該業種の削減目標の57.6％を

占めています。 
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     図５-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図５-８のとおりです。「設備

改善を含む使用工程の効率化」による削減が、当該業種の削減目標全体の56.7％を占めてい

ます。 
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    図５-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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３ 主要業種（製造業に限る）別の状況【平成20年度届出使用量上位５業種】 

(1) 化学工業（使用量第１位） 

ア 使用量別 

平成21年度の条例の報告事業所は88事業所で、使用量別の事業所数は図６-１のとおりでし

た。使用量上位４事業所で、当該業種の使用量全体の64.8％を占めていました。 
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    図６-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

化学工業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の30.3％を、管理目標（使用量

削減目標）の58.4％を占めていました（図６-２、３）。 

 

その他
の業種
41.6％
(134ﾄﾝ)

化学工業
58.4％
(188ﾄﾝ)

化学工業
30.3％

(73,647ﾄﾝ)

その他の業種
69.7%

(169,640ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

図６-２ 使用量             図６-３ 使用量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（使用量削減目標）612トンに対し、使用量が9,615トン減少し、目

標を達成しました。 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）は188トンで、平成20年度使用量73,647トンの

0.26％に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度に報告のあった物質数は122物質で、物質別の使用量は図６-４のとおりでし

た。使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の30.5％を占めていましたが、その他の

物質の種類も非常に多く、当該業種の使用量全体の34.7％を占めていました。 
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       図６-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表６-１のとおりで

した。無水マレイン酸やトルエンをはじめ使用量削減目標の上位物質は目標を達成しまし

た。 

 

   表６-１ 平成20年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成20年度物質別管理目標（使用量削減

物質名

　①　無水マレイン酸

　②　トルエン

　③　p-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

　●　その他の物質

 

 

 

 

 

目標）の達成状況《使用量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

201トン／年 271トン／年 達　成

95トン／年 1,311トン／年 達　成

52トン／年 30トン／年 達　成

264トン／年 8,002トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図６-５のとおりです。

削減目標上位４物質で、当該業種の削減目標全体の65.2％を占めています。 
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     図６-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度の用途別の使用量は、図６-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」及び

「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」で、当該業種の使用量全体の55.5％を占めていました。 
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     図６-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表６-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「溶剤、塗料など」、「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」

及び「洗浄、界面活性剤など」は目標を達成しました。 

 

   表６-２ 平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 
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平成20年度用途別管理目標（使用量削減目

用途名 H

　①　溶剤、塗料など 130 

　②　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど 44 

　③　洗浄、界面活性剤など

　●　その他の用途 420 

 

 

 

 

 

標）の達成状況《使用量削減目標順》

20削減目標 H20削減実績 達成状況

 トン／年 1,954トン／年 達　成

 トン／年 1,881トン／年 達　成

18  トン／年 640トン／年 達　成

 トン／年 5,140トン／年 達　成

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図６-７のとおりです。

削減目標の上位である「溶剤、塗料など」及び「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」で、当該業

種の削減目標全体の47.6％を占めています。その他の取組で使用量削減を目標に掲げてい

る事業所も多数あります。 
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     図６-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図６-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の47.0％を占めています。 
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    図６-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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(2) 輸送用機械器具製造業（使用量第２位） 

ア 使用量別 

平成21年度の条例の報告事業所は71事業所で、使用量別の事業所数は図７-１のとおりでし

た。使用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の50.3％を占めていました。 
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    図７-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

輸送用機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の4.4％を、管理目

標（使用量削減目標）では全体の7.9％を占めていました（図７-２、３）。 
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(25ﾄﾝ)

図７-２ 使用量            図７-３ 使用量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（使用量削減目標）35トンに対し、使用量が2,344トン減少し、目標

を達成しました。 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）は25トンで、平成20年度使用量10,660トンの

0.23％に当たります。 

 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度に報告のあった物質数は37物質で、物質別の使用量は図７-４のとおりでした。

使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の57.0％を占めていました。 
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   図７-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表７-１のとおりで

した。使用量削減目標の上位物質であるニッケル化合物、トルエン及びニッケルは目標を

達成しました。 

 

   表７-１ 平成20年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 

 

 

 

 

平成20年度物質別管理目標（使用量削減目

物質名

　①　ニッケル化合物

　②　トルエン

　③　ニッケル

　●　その他の物質 1
 

標）の達成状況《使用量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

6.4トン／年 75トン／年 達　成

6.1トン／年 394トン／年 達　成

5.9トン／年 73トン／年 達　成

7  トン／年 1,804トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図７-５のとおりです。

削減目標上位３物質で、当該業種の削減目標全体の71.6％を占めています。 
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     図７-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度の用途別の使用量は、図７-６のとおりでした。「溶剤、塗料など」が、当

該業種の使用量全体の49.7％を占めていました。 
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      図７-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表７-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「めっき、表面処理など」、「溶剤、塗料など」及び

「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」は目標を達成しました。 

 

   表７-２ 平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成20年度用途別管理目標（使用量削減目

用途名 H

　①　めっき、表面処理など

　②　溶剤、塗料など

　③　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど 3

　●　その他の用途

 

 

 

 

標）の達成状況《使用量削減目標順》

20削減目標 H20削減実績 達成状況

13  トン／年 225トン／年 達　成

12  トン／年 720トン／年 達　成

.8トン／年 93トン／年 達　成

6.4トン／年 1,305トン／年 達　成
 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図７-７のとおりです。

削減目標が最も大きい「溶剤、塗料など」が、当該業種の削減目標全体の57.3％を占めて

います。 
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     図７-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図７-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の58.1％を占めています。 
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    図７-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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 (3) プラスチック製品製造業（使用量第３位） 

ア 使用量別 

平成21年度の条例の報告事業所は29事業所で、使用量別の事業所数は図８-１のとおりでし

た。使用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の69.2％を占めていました。 
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   図８-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

電気機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の3.3％を占め、管理

目標（使用量削減目標）の1.2％を占めていました（図８-２、３）。 
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図８-２ 使用量             図８-３ 使用量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（使用量削減目標）21トンに対し、使用量が1,933トン減少し、目標

を達成しました。 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）は3.8トンで、平成20年度使用量7,931トンの

0.048％に当たります。 

 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度に報告のあった物質数は19物質で、物質別の使用量は図８-４のとおりでした。

使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の78.5％を占めていました。 
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  図８-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表８-１のとおりで

した。使用量削減目標が最も大きい「鉛及びその化合物」やトルエンで目標を達成しまし

たが、「ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物」は目標を達成しませんでした。 

 

   表８-１ 平成20年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 平成20年度物質別管理目標（使用量

物質名

　①　鉛及びその化合物

　②　トルエン

　③　ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物

　●　その他の物質

 

 

 

 

削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

19   トン／年 517トン／年 達　成

1.7 トン／年 36トン／年 達　成

0.20トン／年 -31トン／年 非達成

0.10トン／年 1,411トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図８-５のとおりです。

削減目標の最も大きい「鉛及びその化合物」で、当該業種の削減目標全体の54.0％を占め

ています。 
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     図８-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度の用途別の使用量は、図８-６のとおりでした。「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸな

ど」が、当該業種の使用量全体の71.4％を占めていました。 
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       図８-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表８-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」や「溶剤、塗料など」

は目標を達成しました。 

 

   表８-２ 平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 
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平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標

用途名

　①　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど

　②　溶剤、塗料など

　●　その他の用途

 
）の達
 

 

 

 

成状況《使用量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

19   トン／年 1,714トン／年 達　成

1.8 トン／年 35トン／年 達　成

0.20トン／年 185トン／年 達　成

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図８-７のとおりで

す。削減目標が最も大きい「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」が、当該業種の削減目標全体の

55.1％を占めています。 
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         図８-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図８-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の100％を占めています。 
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      図８-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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(4) 金属製品製造業（使用量第４位） 

ア 使用量別 

平成21年度の条例の報告事業所は49事業所で、使用量別の事業所数は図９-１のとおりでし

た。使用量上位４事業所で、当該業種の使用量全体の78.2％を占めていました。 
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図９-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

プラスチック製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の1.6％を、管理

目標（使用量削減目標）の7.9％を占めていました（図９-２、３）。 

  

その他の業種
98.4％

(239,355ﾄﾝ)

金属製品
製造業
1.6％

(3,932ﾄﾝ)

その他の業種
92.1％
(296ﾄﾝ)

金属製品
製造業
7.9％
(25ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

図９-２ 使用量             図９-３ 使用量削減目標 

（平成20年度）               （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（使用量削減目標）17トンに対し、使用量が2,468トン減少し、目標

を達成しました。 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）は25トンで、平成20年度使用量3,932トンの

0.65％に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度に報告のあった物質数は22物質で、物質別の使用量は図９-４のとおりでした。

使用量上位２物質で、当該業種の使用量全体の64.8％を占めていました。 
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      図９-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表９-１のとおりで

した。使用量削減目標の上位物質であるトリクロロエチレン、無機シアン化合物及びニッ

ケルは目標を達成しました。 

 

   表９-１ 平成20年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 

 

 

 

 

平成20年度物質別管理目標（使用量削減目標

物質名 H

　①　トリクロロエチレン 5

　②　無機ｼｱﾝ化合物

　③　ニッケル 2

　●　その他の物質

）の達成状況《使用量削減目標順》

20削減目標 H20削減実績 達成状況

.5トン／年 20  トン／年 達　成

4.3トン／年 6.6トン／年 達　成

.3トン／年 1,016  トン／年 達　成

5.2トン／年 1,425  トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図９-５のとおりです。

削減目標が最も大きい塩化メチレンが当該業種の削減目標全体の63.0％を占めています。 
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     図９-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度の用途別の使用量は、図９-６のとおりでした。使用量の上位である「溶剤、

塗料など」、「はんだ、合金、ガラスなど」及び「めっき、表面処理など」で、当該業種

の使用量全体の28.6％を占めていました。その他の用途で使用量を大幅に削減した事業所

も多くありました。 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表９-２のとおりで

した。「めっき、表面処理など」及び「はんだ、合金、ガラスなど」では目標を達成しま

したが、使用量削減目標が最も大きい「洗浄、界面活性剤など」では目標を達成しません

でした。 

 

   表９-２ 平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 

 

 

 

 

平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標

用途名

　①　洗浄、界面活性剤など

　②　めっき、表面処理など

　③　はんだ、合金、ガラスなど

　●　その他の用途

）の達成状況《使用量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

7.7 トン／年 -16トン／年 非達成

5.3 トン／年 63トン／年 達　成

2.3 トン／年 442トン／年 達　成

2.1 トン／年 1,979トン／年 達　成

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図９-７のとおりです。

削減目標が最も大きい「洗浄、界面活性剤など」が、当該業種の削減目標全体の80.7％を

占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.075

0.16

0.52

1.9

2.2

21

0 5 10 15 20 25

その他の用途

燃料など

溶剤・塗料など

めっき、表面処理など

はんだ、合金、ガラスなど

洗浄、界面活性剤など

(ﾄﾝ/年)

       図９-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図９-８のとおりです。「低毒

性の化学物質への代替え」による削減が、当該業種の削減目標全体の48.9％を占めています。 
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 図９-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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 (5) 電気機械器具製造業（使用量第５位） 

ア 使用量別 

平成21年度の条例の報告事業所は44事業所で、使用量別の事業所数は図10-１のとおりでし

た。使用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の70.0％を占めていました。 
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     図10-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

電気機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の1.3％を、管理目標

（使用量削減目標）の2.3％を占めていました（図10-２、３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10-２ 使用量             図10-３ 使用量削減目標 

（平成20年度）                （平成21年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成20年度の管理目標（使用量削減目標）15トンに対し、使用量が7,229トン減少し、目標

を達成しました。 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）は7.4トンで、平成20年度使用量3,270トンの

0.23％に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度に報告のあった物質数は31物質で、物質別の使用量は図10-４のとおりでした。

使用量の最も多いニッケルは、当該業種の使用量全体の45.0％を占めていました。 
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  図10-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表10-１のとおりで

した。使用量削減目標の上位物質である塩化メチレン及びホルムアルデヒドは目標を達成

しましたが、ＨＣＦＣ-225は目標を達成しませんでした。 

 

   表10-１ 平成20年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 

 

 

 

 

 

(ﾄﾝ/年)

平成20年度物質別管理目標（使用量削減目

物質名 H

　①　塩化メチレン

　②　ホルムアルデヒド

　③　ＨＣＦＣ-225

　●　その他の物質

標）の達成状況《使用量削減目標順》

20削減目標 H20削減実績 達成状況

8.9 トン／年 19 　トン／年 達　成

1.1 トン／年 9.2 トン／年 達　成

0.92トン／年 -0.46トン／年 非達成

3.9 トン／年 7,201 　トン／年 達　成

 

 

 

 

 

 

 

 



(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図10-５のとおりです。

削減目標の最も大きい塩化メチレンが当該業種の削減目標全体の58.6％を占めています。 
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       図10-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成20年度の用途別の使用量は、図10-６のとおりでした。使用量の最も大きかった

「はんだ、合金、ｶﾞﾗｽなど」で、当該業種の使用量全体の68.2％を占めていました。 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成20年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表10-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「洗浄、界面活性剤など」、「めっき、表面処理な

ど」及び「溶剤・塗料など」は目標を達成しました。 

 

   表10-２ 平成20年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成20年度用途別管理目標（使用量削

用途名

　①　洗浄、界面活性剤など

　②　めっき、表面処理など

　③　溶剤・塗料など

　●　その他の用途

 

 

 

 

減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

H20削減目標 H20削減実績 達成状況

11   トン／年 105トン／年 達　成

2.3 トン／年 46トン／年 達　成

0.68トン／年 53トン／年 達　成

0.89トン／年 7,026トン／年 達　成

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図10-７のとおりです。

削減目標が最も大きい「洗浄、界面活性剤など」が、当該業種の削減目標全体の72.4％を

占めています。 
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     図10-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成21年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図10-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の59.8％を占めています。 
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 図10-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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４ 主な化学物質の用途と有害性 

今回の報告で、排出量が多かった化学物質の用途や有害性は次のとおりです。 

 

物質名 主な用途 人に対する有害性 

トルエン 合成原料（合成繊維、染料、

火薬（TNT）、香料、有機顔

料、可塑剤）、ガソリン成

分、溶剤（塗料、インキ） 

長期間にわたって体内に取り込んだ結果、運動障害

や記憶障害などの神経系の障害のほか、腎臓、肝臓

や血液への障害が認められます。シックハウス症候

群との関連も疑われています。 

キシレン 合成原料（テレフタル酸、染

料、有機顔料、香料、可塑

剤、医薬品）、ガソリン・灯

油成分、溶剤（塗料、農薬）

高濃度で、眼やのどなどに対する刺激性や、中枢神

経へ影響を与えることが報告されています。シック

ハウス症候群との関連も疑われています。 

エチルベンゼン 合成原料（スチレン）、溶剤 シックハウス症候群との関係が疑われています。 

塩化メチレン 洗浄剤（金属脱脂）、溶剤

（重合用）、エアゾール噴射

剤、インキ成分、ペイント剥

離剤 

高濃度で、吐き気、だるさ、めまい、しびれなどの

神経系の症状が報告されています。動物実験でがん

の発生率の増加が認められ、人に対する発がん性が

疑われています。 

ふっ化水素及びそ

の水溶性塩 

合成原料（フロン）、金属・

ガラスの表面処理剤（エッチ

ング剤）、半導体製造用エッ

チング剤 

継続的に飲み水によって体内に取り込む場合、

1.4mg/L以上で骨へのふっ素沈着の発生率や骨折リ

スクが増加すると報告されています。 

テトラクロロエチ

レン 

溶剤（ドライクリーニング、

医薬品、香料、塗料）、洗浄

剤（原毛用）、合成原料（代

替フロン） 

高濃度で長期間取り込み続けると、肝臓や腎臓への

障害が認められ、低濃度では頭痛、めまい、眠気な

どの神経系への影響が認められています。動物実験

で発がん性が認められ、人に対する発がん性が疑わ

れています。 

塩化メチル 合成原料（シリコーン樹脂、

ブチルゴム）、溶剤（医薬品

製造用、農薬製造用）、発泡

剤（発泡ポリスチレン用） 

変異原性試験で陽性を示す結果が報告されていま

す。 

1,3,5-トリメチル

ベンゼン 

合成原料（染料、紫外線安定

剤、医薬品）、ガソリン成

分、溶剤 

動物実験で眼や皮膚、呼吸器に対して刺激性がある

とされています。 

スチレン 合成樹脂原料（ポリスチレン

樹脂、合成ゴム、AS樹脂、

ABS樹脂、不飽和ポリエステ

ル樹脂、イオン交換樹脂） 

変異原性の作用の仕組み及び人で染色体異常が観察

されていることなどから、人への発がん性が疑われ

ています。シックハウス症候群との関連も疑われて

います。 

トリクロロエチレ

ン 

溶剤（染料、生ゴム、硫黄、

ピッチ、塗料）、洗浄剤（脱

脂、原毛用）、合成原料（代

替フロン）、農薬（殺虫剤）

高濃度で長期間取り込み続けると、肝臓や腎臓への

障害が認められることがあり、低濃度では頭痛、め

まい、眠気などの神経系への影響が現れることがあ

ります。動物実験でがんの発生率の増加が認めら

れ、人に対する発がん性が疑われています。 

出典 ： ｢PRTRデータを読み解くための市民ガイドブック｣ 

｢化学物質ファクトシート 2008年度版｣ 
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